ITを活用した教科指導の改善のための調査研究
実証授業による評価について

１．目的

ITを活用した授業を実施することによる児童生徒の学力向上に関する客観的データを得るために、ITを活用した授業と活用しない授業を実施して、児童生徒の学習成果の比較調査研究を行う。その場合、学習指導要領で示されている評価の観点などで児童生徒の学力を評価する。また、全国の教員に依頼して実証授業を実施し、それらの結果から授業へのIT活用と児童生徒の学力向上との関係をまとめる。
２．実証授業について
　実証授業における児童生徒の意識の変容や能力の向上などを客観的・数量的な評価方法を用いて分析し、IT活用による学習効果を検証する。

例えば、ITを活用した場合（グループ）と活用しない場合（グループ）に分けて、教科・領域における実証授業を行い、ITを活用した効果について比較検討を行う。
実証授業の展開例

（１）単元全体で、同一の学級において調査を行う場合　（くり返しの場合）









（２）グループ（学級）間で活用の有無を調べる場合　（一部独立した場合）


（３）異なる単元で活用の有無を調べる場合　（完全に独立した場合）


※２つのグループで調査を行う場合、グループ間の均質化を図る。また、均質化が不可能な場合、２回の調査による変容を分析する。

　※複数の調査から、活用の有無でまとめるようにし、比較検討を行う。

　※学習内容が時間ごとに異なると予想され、調査結果を標準化して分析する必要がある。

　※活用無しの場合で、どのような教育機器を活用するかを事前に検討する必要がある。

　※複数の客観テストを実施する場合、難易度が大きく異ならないように留意する必要がある。

実証授業は、以下の内容に留意して計画を行う。

　※個人情報の取り扱いに十分留意して、情報提供や許諾などの事前の準備を行う。

　※児童生徒の変容について、授業者の主観的な感想のみに陥らないようにし、客観的なデータ分析を行うように心がけ、ITによる効果を検証する。
３．IT活用について

本研究における「IT」の活用は、「情報技術、情報技術分野の基礎から応用技術まで意味し、コンピュータシステムを構成するハードウェア、ソフトウェアなどの技術だけでなく情報活用の仕方を含めて用いている。」（教育の情報化用語辞典，学文社）
・ITを教科のねらいを達成するための道具（手段）として位置づける。
　・OHPやビデオ映像などの従来の教育機器とは異なる効果が可能であるものを位置づける。

（例）花の開花の様子について、動画コンテンツを複数用意して、コンピュータを用いた個別学習を展開し、児童の課題に応じた学習を展開する。
そこで、本研究では、以下に示す点を明確にして実証授業を実施することとする。別紙（１）に記入票を示す。

（１）授業場所

  　□普通教室　　□コンピュータ教室　　□特別教室　□パブリックスペース？
□体育館　　　□運動場　　　　　　　□屋外　　　□その他

（２）授業形態

□一斉学習　　□グループ学習　　　　□個別学習　　□補習　　□その他

（３）ITを活用する場面

　　□導入　　　　□展開　　　　□まとめ　　　□その他〔発展等〕 

（４）ITを主に活用する者
□教師　　　　□学習者　　　□補助者　　　□その他
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（５）ITを活用する目的

□課題の提示　□動機付け　□教員の説明資料　□学習者の説明資料
□繰り返しによる定着　　　□モデルの提示　　□失敗例の提示
□体験の想起　□比較　　　□振り返り　　　　□体験の代行
□その他〔意志の伝達〕 

（６）活用するIT

□コンピュータ　□プロジェクタ　　□スクリーン　□電子ホワイトボード
□実物投影機　　□デジタルカメラ　□ビデオ　　　□インターネット
□デジタルコンテンツ　　　　　　　□CD-ROM　　□スピーカー
□その他〔ファクシミリ〕
　　※文科省的には「ディジタル」に統一した方がよろしいかと。
　　　「ビデオ」は「ビデオカメラ」のことでしょうか。

４．評価の対象とする能力

IT活用によって育成される能力は多様であるが、本研究で対象とする能力は、学習指導要領に記されている教科等での目標や学習内容に限定する。例えば、小学校算数科では、「算数での関心・意欲・態度」、「思考・判断」、「技能・表現」、「知識・理解」を対象とし、その達成状況を客観的・数量的に分析する。

○学習指導要領の内容を中心に、教科・単元などの選定作業を事前に行う。

○情報活用能力等の評価については付随的に行う程度とする。

参考までに授業での活用と評価の観点例を別紙に示す。(今回は添付していません。)
５．授業の展開について
（１）学習内容

　教科や単元の目標を明確にし、その目標を達成するための手だてとしてITを活用するようにする。

（２）指導計画

　　単元全体の計画や授業の展開において、目標を達成するためにIT活用を位置づけるようにする。尚、単元や授業の全体で、ITを必ず活用するというわけではなく、より効果を上げられる場面を想定するように計画する。
（３）ＩＴ活用の工夫点・改善点の検討

教科・単元レベルで、ＩＴ活用をより効果的にするための指導上の工夫点や改善点が明らかになるようにする。実践後に、授業を実施した教師への聞き取り調査や授業記録を基に、分析を行うようにする。

なお、参考までに実証授業の指導案の例を別紙(2)に示す。

６．評価方法

（１）質問紙

　別紙(3)に示すアンケートを参考にして、授業のねらいや目標にあった質問内容を検討する。

授業実践前後に同一の質問を実施し、ITを活用した学習の前後で、児童生徒の意欲や意識がどのように変化したかを検討できる。また、授業者以外の第３者が設定した評価の視点や方法で質問を実施した方がより客観性が高いと考えられる。

（２）客観テスト
指導計画を立案する段階で、児童生徒が達成すべき能力評価の視点（評価規準）を単元または時間ごとに事前に作成する。

作成した評価の視点に基づいて、客観テストを作成して、実践の前後で行うようにする。その際、実践授業を行うく教師が作成するよりも、第３者が作成したテストの方が、より客観性が高いと考えられる。

※市販テストなどを用いてもかまわないが、その場合は事前に連絡すること。

（３）記述内容

　　学習シートや感想（文章）などにより、ＩＴ活用の効果に関する記述内容を検討する。実践の前後で記述した内容を比較して、学習内容の習熟を検討することができる。
（４）教師の記録・感想
　授業者が記した記録や聞き取りによる感想を整理して、ＩＴ活用による効果を分析する。複数の教師に依頼して、その内容をまとめる方法もある。
７．提出資料

（１）実施計画

：別途資料のフォーマットに準拠
（２）指導計画

：別途資料を参考にして作成
（３）授業の展開案
：別途資料を参考にして作成
（４）意識調査の結果
：別途資料のフォーマットに準拠
（５）記録・感想
：別途資料のフォーマットに準拠

８．その他

実証方法に関しては、学校現場において十分浸透していないことが予想されるので、研究者のアドバイスがあった方がベターであると考えられる場合は委員が支援する。

　　また、統計的手法を用いて検証を行う場合には、データを事務局に送付してもらい、統計ソフトを用いて処理を施し、分析結果を返送する。
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